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学習指導要領にある交流学習では，「児童が他の学校の児童を理解し合うための絶好の機会であ

り，また，学校同士が相互に連携を図り，積極的に交流を深め，学校生活をより豊かにするととも

に，児童の人間関係や経験を広げるなど広い視野に立った適切な教育活動である｡」と述べられて

いる。しかし，沖縄県北部国頭地区の現状としては地理的な難しさから他校との交流学習は容易で

はなく，生活経験の広がりは自校を中心とした環境で終始していく傾向がみられる。そこで，沖縄
県北部国頭地区での交流学習の在り方について，市町村の異なる３校の特別支援学級が実際に交流

学習を行い，課題としてあげられたコミュニケーションについて遊びを取り入れた「まち」づくり

の活動を通して考えていった。交流学習の中で課題とされてきたコミュニケーションは，統一のテ
ーマ「まちを作って遊ぼう」で行った個々の象徴遊びの中で，回を重ねるごとに改善されさらに関
係の形成は子どもたちの新たな生活経験の一つになっていくことが示|唆された。

はじめにＩ． を含む話し合い，対･象児の情報交換，実施に当たっ

ての移動手段，移動時間等の障壁となる事項が多く，

生活経験の広がりは自校を中心とした環境で終始し

ていく傾向がみられる。

学習指導要領にある交流学習は，児童が他の学校

の児童を理解し合うための絶好の機会であり，また，

学校同士が相互に連携を図り，積極的に交流を深め，

学校生活をより豊かにするとともに，児童の人間関

係や経験を広げるなど広い視野に立った適切な教育

活動である。（文部科学省，2009）そこで，沖縄県

北部国頭地区での交流学習の在り方について，市町

村の異なる３校の特別支援学級が実際に交流学習を

行ってみる。しかし，特別支援学級に在籍している

子どもたちは，学年や能力等様々な障害の程度の違

う子が在籍し，コミュニケーションの方法も表情や

身振りで伝える子，不明瞭な言葉で伝える子等多様

な方法が存在している。このような子どもたちの交

沖縄県北部の国頭地区は，小中学校のへき地校率

が30％，そのうち小中併置校は71.4％であり，また

特別支援学級は，３５学級中515％が名護市以外に点

在している（国頭教育事務所，2010)。このような

地理的条件から，子どもたちの生活経験を想像した

とき，自校を中心とした関わりが主であり，他校と

の交流が比較的難しい地域であることが推測される。

新特別支援学校学習指導要領総則第１章第２節４

の１（６）には，「学校同士が相互に連携を図り，積

極的に交流を深めることによって，学校生活をより

豊かにするとともに，児童の人間関係や経験を広げ

るなど広い視野に立った適切な教育活動を進めてい

くことが必要である」と述べられてる（文部科学省，

2009)。しかし，現状としては地理的な難しさから

他校との交流学習は容易ではなく，事前計画の立案
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流を考えたとき，コミュニケーションが－つの課題

として存在すると考えられる。

人は欲求の表現解消として，「誰かに伝えたい，

誰かに聞いてもらいたい」といった気持ちになるこ

とがある。子どものコミュケーションの広がりは湘

手と一緒にいると楽しい，そのことを相手に伝えた

い」といった関係が出発点となり，「やりとり」が

形成されていく。つまりそれは，楽しい「遊び」か

らという場合が多い（柚木，1993)。楽しく，ソフ

トな小集団での「遊び」の中から，「遊び」の楽しさ，

人と一緒にいることの楽しさを感じ取り，気持ちを

相手に伝えたくなる衝動がはたらくのではないだろ

うか。岡本（2005）は，子どもの遊びについて，

現在の世界を越えて，次の世界を拓いていく「尖兵」

的な役割を果たし，また，象徴遊びの活発化は，こ

とばの獲得の時期と表裏し，その遊びの中にいろい

ろな形でことばが介入し，より複雑な構造，精微な

過程をもつようになり，「集団的象徴遊び」を作る

ことも可能になってくると述べている。特別支援学

級に在籍している子どもたちの現状を考えたとき，

遊びが－人の場で自己に没入した形で進む場合があ

る。しかし，それを自己遊びとした内閉的に固定さ

れたものと見るのではなく，そこで得たものを対人

場面で披露したり，逆に友だちとの遊びで得たもの

を－人遊びの中で自己脚色して使うなどの新しい行

動世界，認知世界が開かれいく「行為」としても考

えられる。

そこで子どもたちの様々な実態に則した遊びを通

して，コミュニケーション意欲の向上を図りながら，

子ども－人ひとりの生活経験の広がりを図っていく

交流学習の在り方を考えてみたい。

Ⅱ方法

１．手続

①国頭地区小学校で市町村が異なる特別支援学級

（以下支援学級）３学級で実施する。②３学級の担

任が，子どもたちの実態を考慮しながら，交流学習

を行う。③対薑象についての情報は，担任や個別の教

育支援計画，個別の指導計画から収集する。④交流

学習の内容は，デジタルビデオカメラと授業後のア

フターカンファレンスで語られたことを記録として

残す。⑤小考察は，筆者自身が目にとまった行動に

ついて抽出する。また考察の観点は，他者との遊び

を通した関わりやコミュニケーション意欲に焦点を

当てて考察する。

２．対象児

１）対罎象児

交流学習に参加した子どもたちは，国頭地区の市

町村の異なる３校３学級１０名である。対象児の現

状は表１に示したように，障害種も様々で，年齢の

幅もある。しかしコミュニケーションの状況は決し

て難しい状況ではないと考えられる。

表１子どもの現状

障害種性別学年

ダウン症男１年生

知的障害男２年生

障害種′性別学年

要求的言語が多いが，３語文以上での会話が成立する。

会話でのコミュニケーションに問題は無く，意思疎通

も十分に行うことができる。

語彙も豊富でコミュニケーションに問題は無い。

語彙は少ないが，会話は成立する。

会話でのコミュニケーションに問題は無く，意思疎通

も十分に行うことができる。

コミュニケーションに問題は無く，意思疎通も十分に

行うことができる。

人への興味が高く，自分から進んで声をかける。会話での

コミュニケーションもとれる。

自分の考えを伝えることができる。

会話の大体の内容を理解することができる。

語彙も豊富でコミュニケーションに問題は無い。

Ａ児

Ｂ児

Ｃ児 知的障害

自閉症

自閉症

生
生
生

年
年
年

４
１
２

男
女
男

曰
し

曰
レ
ー
ノ

Ｄ
Ｅ

F児自閉症男２年生

Ｇ児広汎I性発達障害女６年生

Ｈ児知的障害男２年生

I児ダウン症男４年生

J児広汎性発達障害女５年生
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３．交流学習の構造

交流学習は，３校の支援学級が，双方の学校に出

向き，教室での制作活動や作品を通した遊びからの

関係形成の授業を行う。授業時間は90分とし，そ

の中に事前説明，制作，合同遊び，片付け，感想発

表を行う。制作的な時間が多く設定されているが，

作品制作が目的ではなく，制作や作品を通した子ど

も同士の関わりを目的としている。帰校後は，絵日

記等で交流学習の振り返りを行い，ことばや絵を使

用しての表現活動を行う。

導においては，児童生徒の障害の状態等を考慮する

と，特別支援学校小学部。中学部学習指導要領に示

されている自立活動等を取り入れた特別な教育課程

を編成する必要性が生じる場合があるとされている。

自立活動の指導は，個々の児童生徒が自立を目指

し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に

改善。克服しようとする取り組みを促す教育活動で

ある。区分としては「健康の保持｣｢心理的な安定」

｢人間関係の形成｣|環境の把握｣｢身体の動き」及び「コ

ミュニケーション」の６つに分類。整理されている。

さらに，６つの区分の下に，それぞれ３～５つの項

目が示されている。今回の新学習指導要領では，新

たに「他者とのかかわりの基礎に関すること」「他

者の意図や感情の理解に関すること｣｢自己の理解と

行動の調整に関すること｣｢集団への参加の基礎に関

すること」の項目が追加され，それらを「人間関係

の形成」という新たな区分に整理していることから

も，コミュニケーションに関する指導の必要性が伺

える。その指導においては，各教科等と密接な関連

を保ち，個々の児童の障害等を的確に把握し，個別

の指導計画に基づいて行われることが強調されてい

る。

③コミュニケーション能力の評価について

コミュニケーション能力の発達は、まず人に言わ

れたことを聞く，自分が何を欲しているのかを言う。

伝える，相手と自分との間で会話を成り立たせる，

という段階を踏んで進んでいく。児童のコミュニケ

ーション能力を理解する場合，その子の言語的な機

能の発達がどの段階にいるのかを評価し，他分野の

発達レベルとのバランスを見ながら評価する必要が

あると考えられる。さらにコミュニケーションの

手段についても同様に評価していくことが大切であ

る。なぜなら，コミュニケーションは言葉だけで行

われるのではなく，ジェスチャーや指さし，絵，文

字（視覚的手段)，音声や発声（聴覚的手段）など

も含まれていると思われるからである。

Ⅲ研究内容

１．コミュニケーションについて

（１）コミュニケーションの定義

コミュニケーションとは，複数の人間や動物など

が感情。意思。情報などを受け取り合うことであり，

あるアクションに対して別のリアクションが生じた

場合，両者の間にコミュニケーションが成立してい

ることになると考えられる。コミュニケーションの

成立は，適切な発信行動が受け取られたというだけ

でなく，受け手が適切なシグナル。媒体に注意を向

けて的確な理解をしているかどうかにもかかってい

る。

コミュニケーションによって受け取られる，また

は伝えられる情報の種類は感情。意思。思考。知識

など様々である。それらを受け取るまたは伝えるた

めの媒体としては言葉。表情。ジェスチャーなどが

用いられる。人間の場合，他者に対して自分の心の

感情を伝えることで働きかけるだけでなく，他者か

ら受け取った情報により相手の心情を読み取ったり

共感することができるとされている。

（２）障害児のコミュニケーション

①障害のある児童。生徒の現状と課題

障害のある児童。生徒の困り感に，コミュニケー

ションがとりづらい，人と関わることが難しい，他

の子と遊ぶことができない，友だちが少ないといっ

たことが挙げられる。これらは発達のアンバランス

さすなわちコミュニケーション能力，運動能力，

認知能力，社会参加能力によるものが大きいと考え

られる。特に、コミュニケーション能力については

障害のある児童。生徒にとって大きな課題でもある。

②コミュニケーション能力の指導について（自立活

動による指導について）

小学校又は中学校の特別支援学級や通級による指

（３）言葉の発達

言葉の発達を理解（知的。認知能力）と発語（表

出）の両面から段階的に見ると，表２のような発達

を遂げているものと考えられる。

１５７
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表２言葉の発達（宮尾近喰2008）

年齢 理解 発語

0～１歳’○音に応じる→音や言葉の聞き分け’○声の模倣→言葉の模倣

1～２歳 ○言葉と意味の関係づけができる ○さかんにまねをする

○簡単な指示に従う

2～３歳 ○～２歳半：400語～３歳半：800語を ○状況の報告（どうするどうした）

理解する ○２語文「おかしちょうだい」

○２つの指示に従う ○「何？」「どこ？」「誰？」

3～４歳 ○複文を理解する ○３．４語文

○日常生活に関する言葉はほぼ完成 ｢はこのおかしちょうだい」

○大人と会話ができる

○「いつ？」「どうして？」「どんな」

４～５歳 ○４．５語文

｢さっきのあかいおかしちょうだい」

○発音がほぼ完成し，脈絡のある話ができる

5～６歳 ○完全な５．６語文

｢さっきコンビニでかつたあかい

おかしちょうだい」

○相手の話題に合わせることができる

就学時 ○日常生活に用いる語彙や構文：3000語

○単語の文節分解。文字との対応

（４）非言語的コミュニケーション。非言語的行動

の発達

コミュニケーション能力の発達を見る場合，言葉

の発達と非言語的コミュニケーション（非言語的行

動）の発達も同様に評価する必要があると考えられ

る。

人は，言葉を使ったコミュニケーションと非言語

的なコミュニケーション（行動）を手がかりにメッ

セージを伝え合っている。言葉の発達と同様に非言

語的コミュニケーション能力の発達も重要で，両者

の調和の取れた発達が必要不可欠であると考えられ

る。

領域。教科を合わせた指導と見なすことができる」

と解説され，平成3年からは，日常生活の指導，生

活単元学習，作業学習と並んで教科。領域を合わせ

た指導の－形態として位置づけられることになった。

遊びは，乳幼児期にある子どもの生活の中心であ

り，「遊び」を通して発達の諸側面が総合的に育ま

れるとされる発達論に加え，知的障害のある子ども

にとっては，その学習上の特性を踏まえた教育的対

応としての「人，物，ものごと（空間）」に自ら関

わろうとする意欲や自発性を育てることである。そ

のために「遊び」は重要な活動であると考えられる。

（２）「遊び」の指導が目指すもの

①遊びの指導２．コミュニケーションの意欲を引き出す，「遊び」

を取り入れた授業づくり

（１）「遊び」の意義

「遊び」の指導は，知的発達の未分化性の強い子

どもに対する効果的な指導のあり方の追求の中で注

目され，実践されるようなった。

昭和58年の指導要領から「遊びの指導についても，

遊びの指導は，遊びを学習活動の中心に据え

て取り組み，身体活動を活発にし，仲間との

かかわりを促し，意欲的な活動をはぐくみ，

心身の発達を促していくものである。

遊びの指導では，生活科の内容をはじめ，

158

年齢 理解 発語

O～１歳 ○青に応じる＞音や言葉の聞き分け ○jA7の模倣→言葉の模倣

1～２歳 ○言葉と意味の関係づけができる

○簡単な指示に従う

○さかんにまねをする

２～３歳 ○～２歳半：400語～３歳半：８()()語を

理解する

○２つの指示に従う

○状況の報告（どうする，どうした）

○２語文「おかしちょうだい」

○了何？」「どこ？」「誰？」

3～４歳 ○複文を理解する

○[]常生活に関する言葉はほぼ完成

○３．４語文

Ｉはこのおかしちょうだい」

○大人と会話ができる

○「いつ？．￣どうして？」「どんな」

４～５歳 ○４．５語文

｢さっきのあかいおかしちょうだい１

○発音がほぼ完成し，脈絡のある話ができる

5～６歳 ○完全な５．６語文

｢さっきコンビニでかつたあかい

おかしちょうだい」

○相手の話題に合わせるＺとができる

就学時 ○6000語を理解

○比1愉など文字通りでない意味の理解

ができる

○口常生活に用いる語彙や構文§３００

○単語の文節分解，文字との対応
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各教科等にかかわる広範囲の内容が扱われ，

場や遊具等が限定されることなく，児童が比

較的自由に取り組むものから，期間や時間設定，

題材や集団構成などに一定の条件を設定し活

動するといった比較的制約I性が高い遊びまで

連続的に設定される。また，遊びの指導の成

果が各教科別の指導等につながることもある.

（新特別支援学校学習指導要領第３章第１

節各教科の基本的な考え方（２）各教科等を合

わせて指導を行う場合）

びが経験できるよう配慮して，遊びの楽しさを味わ

えるようにしていくこと。

③「遊び」で指導する側面と要素

「遊び」で指導する側面と要素について，表３を

参考に考えてみると，「態度的側面」は，「遊び」へ

の取り組み方を表すもので，自発的に取り組んでい

るかを示す。また，「社会的側面」については，「遊

び」を広げていくうえで「人とのかかわり。コミュ

ニケーション」が重要な要素となる。「運動的側面

と知的側面」については，遊びの難易度によって，

実際に子どもが遊びを理解でないケースもあり，そ

の結果として集団から遊離してしまう場合もある。

「情緒的側面」は，４つの側面とは異なり，快｡不

快の感情，満足感や成就感といったもので活動中や

活動の結果として生じてくると考えられる。

④対壜話と遊び

対話（ことばのやりとり。コミュニケーション）

と遊びとの関係について，図１を参考に考えてみる

と，誕生から始まった遊びは，－人あそびや，相手

との表情。身振り手振り。ことばのやりとりの中で

展開されいる。特に1次的なことば（話ことば）の

獲得は，その後の遊びの展開を大きく左右している。

対話という「ことばの共同行為」がもたらす効果を

考えると，幼児期における１次的なことばの世界の

充実と深まりが，以後の発達の基礎としていかに重

要かがうかがえる。逆に考えると，「２次的なこと

ば（文法的ことば）」は，「１次的なことば」の上

に築かれるものであり，その際の「遊び］への課題

は言葉の発達やコミュニケーションの遅れを生み出

す要因とも考えられる。

この指導では，子どもが遊ぶ活動に主体的に取り

組むことにねらいが置かれている。したがって，子

どもの興味関心のある活動を土台的に，「遊び」を

通して経験を広げ，興味やコミュニケーション意欲

を高めていけるような展開を配慮しつつ，身体を使

った（自ら動く）人とのかかわり合いが展開できる

ような活動内容の工夫，環境設定が必要であると考

える。

②遊びの指導に当たっては，次のような点を考慮す

ることが重要である。

(ｱ）児童が，積極的に遊ぼうとする環境を設定する。

(ｲ）教師と児童，児童同士のかかわりを促すことが

できるよう，場の設定，教師の対応を工夫する。

(ｳ）身体活動も展開できる遊びを多く取り入れるよ

うにする。

(ｴ）遊びをできる限り制限することなく，児童の健

康面や衛生面に配慮しつつ，安全に選べる場を設定

すること。

(ｵ）自ら遊びに取り組むことが難しい児童には，遊

びを促したり，遊びに誘ったりして，いろいろな遊

表３（大分大学教育学部付属特別支援学校研究会1993）

側面

態度的側面

社会的側面

運動的側面

知的側面

要素

自発性，持続性

交友の広がり，意思の伝達，ルール゜約束の厳守，協力

敏捷性，平衡性，協応性，柔軟性

観察，弁別，対応，模倣，創作

'情緒的側面 快，不快の感情，満足感，成就感，感情の表出
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自
律
期

学
童
期

２次的なことば 書きことば

①不特定多数の人に対して話す②その場を離れた抽象的な会話③文法

身体を使った遊び。鑑賞遊び（絵本，音楽，お話し）。ことば遊び

｡表現遊び。ゲーム（ルール）遊び…鬼ごっこしりとり，なぞなぞ

￣1

1次的なことば

生
活
化
期

Ｉ

①１対１，多面的会話歳
半

②話し相手は自分とよく知り合った特定の親しい人。

③話のテーマが具体的で，対話場面に直接関係することか物。

④コミュニケーションの内容を，その場（状況）が支えることで伝わる。
L－＿

象徴遊び（見立て遊び。ごっこ遊び）個から集団へ

内語…自分との対壜詰誕
生
期

Ｉ

歳
半

独り言…聞き手が不在な状況で自分に向けて話す

胎
生
期

～
誕
生

模倣 動作によるコミュニケーション

感覚運動遊び

図１ことばのやりとりと遊びの展開（岡本。1981）

Ⅳ．交流学習の実際 を作るとこらか始まっていく。それは制作＝手の巧

綴性や目と手の協応動作を意識する制作。作業重視

の活動ではなく，－人遊びへ没入できる静的な象徴

活動から対･人的な動的。集団的象徴活動へと進むス

ペクトラムな遊びの学習である。その学習過程の中

で「楽しい」や「遊び」への広がりは，「ことば］

やコミュニケーションとしての要素を含み実際に展

開され行くと考える。最後の，感想の段階では２次

的なことばへと繋がる場面を設定し，内語（自分と

の対壜詰）→1次的なことば（話しことば）→２次的

なことば（文法的ことば）へと繋がると考える。

（２）単元計画

単元の計画については，関係性のない状態からの

スタートであることや，他校へ移動し行う学習であ

るため，環境変化にともなう不安感への対応が重要

になると考えられる。そこで表４にあらわしたよう

に，最初の交流学習では，感覚的な遊びを取り入れ

ながらファンタジー的な「まち」づくりを行い，交

流学習への不安感を軽減することから始めていく。

また個々に作りたいもや絵を描くことを十分に行い

「まち」へのイメージづくりを行う。２回目の交流

学習から，道を描いた条理的な用紙に「まち」づく

りを行い，より共有しやすい「まち」のイメージづ

１.支援学級の実態

本交流学習は，沖縄県北部国頭地区の市町村の異

なる３支援学級で行う。Ｌ小学校の支援学級は，市

内の支援学級で在籍４名の情緒障害児学級である。

在籍児童の殆どは，協力学級での授業へ参加し，コ

ミュケーションに対する難しさは感じられない学級

である。Ｍ小学校の支援学級は在籍３名の知的障害

児学級で，市内からは遠く交流学習が難しい地域で

ある。在籍児2名は，コミュケーションの難しさが

あるが，相手の意図することを汲みとることができ

るため，生活上の困難さは大きくない。Ｋ小学校の

知的障害児学級も市内から遠く，また近隣の小学校

に支援学級が無く交流学習が困難な地域に位置して

いる。在籍児童のコミュニケーションに大きな問題

はなく，比較的スムーズに会話を交わすことができ

る。

2.交流学習単元「みんなのまちをつくって遊ぼ

う」

（１）単元について

本単元は，交流学習で他校の子どもたちと「まち」
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期
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期

２次的なＺとば書きことば

①不特定多数の人に対して話す②その場を離れた抽象的な会話③文法

生
活
化
期

～
甚
歳
半

身体を使った遊び。鑑賞遊び（絵本．音楽．お話し）。ことば遊び

｡表現遊び。ゲーム（ルール）遊び…鬼ごっこ，しりとり，なぞなぞ

｜①１対１.多【iii的会話

1次的な量とば

Ｉ②話し相手は，自分とよく知り合った特定の親しい人。

.③話のテーマが具体的で，対話場面に１頁接関係することか物。

！④コミュニケーションの内容を，その場（状況〉が支えるＺとで,伝わる。

象徴遊び（見:立て遊び。ござ>こ遊び）個から集団へ

誕
生
期

兎
～
・
歳
半

内語…自分との対･話

独り言…聞き手が不在な状況で自分に向けて話す

胎
生
期

～
誕
生

模倣動作によるコミュニケーション

感覚運動遊び



遠隔地間の特別支援学級における交流学習の取り組み

くりを行う。また小グループでの制作活動を行うこ

とで，共通の体験として，子どもたちの関わりが自

然に生起すると考えられる。また，小グループで制

作した「まち」を合わせることで，より大きな「ま

ち」として，集団遊びの誘発を行う。３回目の交流

学習では前回と同様の条理的な「まち」づくりを

ペアーで行い，共有しやすい環境の設定を行う。ま

た，前回以上に「まち」の大きさを縮小することで，

ペアーで制作した「まち」を合わせた後の，個々の

距離感をなくし,「まち」を使った集団遊びに入りや

すいようにする。交流学習後は，絵日記を書くこと

で，２次的なことばとしての表現を試みるようにする。

表４指導計画及び評価計画

学習活動。（遊びの側面） 評価基準。（評価方法）次 時

(交流学習にいく準備をしよう１１１～２１

｡学習の大体をつかむことができた。(生活単 ｡交流学習について大体の内容をつかむ。

｡自己紹介の練習ができたか。･自己紹介の練習をする。元学習・

自立）

【L小で1回目の交流学習）交流学習

｡あいさつをする。 ｡あいさつができたか。３～４

。Ｌ小，Ｍ小の友だちと交流できた

か。（参与観察）

｡遊びの学習を共に行うメンバーを知る。(図工。

.遊びを通して交流を深める。自立）

｡自己紹介ができたか(態度的側面）

【思い出をまとめる】

・交流体験を絵日記や絵に表現し，発表

する。（情緒的側面）

５～６

｡絵日記や絵に思い出を表現できた(国語）

力｡。（作品と語り）

【交流学習にいく準備をしよう】

｡２回目の交流学習について大体の内容

｡前回のことを思い出し学習の見２ ７

(生活単 通しがもてる。

元学習

自立）

｡交流学習での自分とメンバーのこをつかむ。

｡あいさつの練習をする。 とを振り返り，あいさつの練習がで

きたか。

【Ｍ小で2回目の交流学習】

他校のメンバーとの再会を確認する。

交流学習

あいさつができたか。８～９

｡他校の友だちと遊びを通してコミ｡遊びを通して交流を深める。

(社会的側面。運動的側面。知的側面）

(自立）

ユニケーションがもてていたか。

(参与観察）

【思い出をまとめる】

.Ｍ小での体験を絵日記や絵に表現し，

発表する。（情緒的側面）

１０～１１

｡絵日記や絵に思い出を表現できた(国語）

力｡。（作品と語り）

(交流学習の準備をしよう） 。前回の交流学習を思い出し，学習

の見通しがもてる。

1２３

｡Ｋ小での遊びの学習について大体の内(生活単

｡迎える側として，意識をもつこ元学習。 容をつかむ。

自立） あいさつと案内の確認をする。 とができたか。

【K小で３回目交流学習】

『みんなのまちをつくって遊ぼう」

交流学習

｡Ｌ/八Ｍ小の友だちと遊びを通し1３

｡ペアーの確認する。(生活単 てコミュニケーションがもてていた

｡遊びを通して交流を深める。

(態度的側面。社会的側面）

･遊びの感想を発表する。（情緒的側面）

ｶﾕ。（参与観察）元学習・

自立） ｡感想を発表できたか。

【思い出をまとめる】

・３校での遊びの体験を絵日記や絵で表

現し。発表する。（'情緒的側面）

１２～１３
｡絵日記や絵に思い出を表現し、発

(国語）
表できたか。（作品と語り）
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次 時 学習活動．（遊びの側|面） 評価基準．（評価方法）

１～２

(生活単

元学習．

自立）

交流学習

３～４

(図工.

自立）

５～６

(国語）

【交流学習にいく準備をしよう】

･交流学習について大体の内容をつかむ。

･自己紹介の練習をする。

【L小で1回目の交流学習】

･あいさつをする。

.遊びの学習を共に福うメンバーを知る。

.遊びを通して交流を深める。

(態度的側面）

【思い出をまとめる】

･交流体験を絵日記や絵に表現し、発表

する。（情緒的側面）

･学習の大体をつかむことができた。

・自己紹介の練習ができたか。

・あいさつができたか。

.Ｌ小，Ｍ小の友だちと交流できた

か。（参与観察）

・自己紹介ができたか

絵日記や絵に恩１

h.（作品と語り）

ｌＩＩを表現できた

２

７

(生活単

元学習.

目:立）

交流学習

８～９

(自立）

１０～１１

(国語）

【交流学習にいく準備をしよう】

･２回目の交流学習について大体の内容

をつかむ。

｡あいさつの練習をする。

【Ｍ小で2回目の交流学習】

…他校のメンバーとの再会を確認する。

｡遊びを通して交流を深める。
(社会的側面・運動的側面・知的側而）

【思い出をまとめる】

．Ｍ小での体験を絵ロ記や絵に表現し，

発表する。（'情緒的側面）

。前回のことを思いIIL，学習の見

通しがもてる。

。交流学習での自分とメンバーのこ

とを振り返り，あいさつの練習がで
きたか。

・あいさつができたか。

,他校の友だちと遊びを通してコミ

ユニケーションがもてていたか。

(参与観察）

･絵Ｈ記や絵に思いlljを表現できた

か゜（作品と語り）

３ 1２

(生活単

元学習．

自立）

習
単
・

学
３
活
習
ｊ

流
１
生
学
立

交
ｌ
元
白

１２～１３

(国語）

【交流学習の準備をしよう】

.Ｋ小での遊びの学習について大体の内

容をつかむ。

･あいさつと案内の確認をする。

【K小で３回目交流学習】

『みんなのまちをつくって遊ぼう」

･ペアーの確認する。

.遊びを通して交流を深める。

(態度的側面・社会的側面）

｡遊びの感想を発表する。（情緒的側面）

【思い出をまとめる】

・３校での遊びの体験を絵日記や絵で表

現し。発表する。（'情緒的側面）

･前１，１の交流学習を思い出し，学習

の見通しがもてる。

．迎える側として．意識をもつこ

とができたか。

.Ｌ小，Ｍ小の友だちと遊びを通し
てコミュニケーションがもてていた

か゜（参与観察）

･感想を発表できたか。

絵Ｈ記や絵に思い出を表現し,発

表できたか。（作品と語り）
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